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と
　
き
　
〈「
和
三
年
十
月
十
七
日

（
日
）
十
時
～
十

一
時

と
こ
ろ
　
奥
の
細
道
む
す
び

の
地
記
念
館
、
蛤
塚
周
辺

内
　
容
　
献
句
披
請
、
表
彰
、
献
句
流
し
、
献
花
な
ど

令
和
三
年
五
月
十
日

（
月
）
～
七
月
九
日

（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

「範
職
驚
」
（秋
の
季
颯Ｌ
　
ヽ

※
二
句

の
う
ち

一
句

は
雑
詠
可

（
晩
秋
～
初
冬

の
句
）

高
校
生
以
上

※
未
発
表
で
自
作
の
作
品
と
し
ま
す
。

※
盗
作
、
頬
旬
、
二
整
投
句
は
、
賞
の
対
縁
外
と
な
り
ま
す

故
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
発
表
の
後
で
あ
っ
て
も
震
を

取
り
消
し
ま
す
。

※
応
駆
作
品
の
訂
正
、
取
り
消
し
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

無
料

（
一
人
三
句

ま
で
〉

〒
五
〇
三
―
八
六
〇

一

岐
車
県
大
垣
市
丸

の
内

二
丁
目

二
九
番
地

大
垣
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
内

「
大
垣
」
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

×
郵
送
ま
た
は
持
参

奥

の
細
通
む
す
び

の
地
俳
句
協
会

田
中
彎
志
　
大
堀
武
直
　
名
和
永
山
　
長
野
美
代
子

大
西
誠

一
　

度
会
さ
ち
子

遺
者
特
選
賞
、
蛤
塚
忌
寅
、
芭
蕉
露
、
木
因
買
、
優
秀
賞

※

上

位

入

質

者

の

み

通

知

し

衆

彰

し

ま

す

令
和
三
年
十

一
月
頃
、
入
寅
者
に
買
状
を
送
付
し
ま
す
。

闇

園
〈例
〉
園
囲
一に
力
あ
り
け
り
躙
□
日
国

秋
の
壁
・語

匈
流
し
も
供
腱
の

一
つ
隅
園
圏
］

櫂
　
未
知
子

加
古
　
〔ホ
也

芭
薦
翁
を
偲
ぶ
式
典

「
苗
蕪
蛤
塚
忌
」
へ
の
献
句
と
し
て
俳
句
を
募
集
し
ま

す
。蜃γ

円

固

圏

圃

闇

固

円
回
囲

奥
の
細
道
む
す
び

の
地

「
大
垣
」
芭
蕉
蛤
塚
忌
　
投
匂
用
紙

ふ
り
が
な
を
つ
け
、
楷
書
で
は

っ
き
り
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

兼
題

　

「
蛤
塚
忌
」
（
秋
の
季
語
）
　

※
二
句
の
う
ち

一
句
は
雑
詠
可

（
晩
秋
～
初
冬
の
旬
に
限
る
）

【
投
旬
先
】
〒
五
〇
三
―
八
六
〇

一　

岐
阜
県
大
垣
市
丸
の
内
二
丁
目
二
九
番
地

大
垣
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
内

　

「
大
垣
」
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

◇
撃
語
と
し
て
の

「
蛤
塚
忌
」

「
芭
鷲
蛤
塚
忌
」
は
、
芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲
び
、
芭
蕉
翁
の
忌
日

（
十
月

十
二
日
）
頃
に

「
蛤
塚
」
の
前
で
献
花
や
献
詠
句
の
披
満
、
句
流
し
な
ど
を

執
り
行
う
大
壇
市
独
自
の
式
典
で
す
。
そ
う
し
て

「
蛤
塚
忌
」
と
い
う
季
語

が
生
ま
れ
、
秋
の
季
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
撃
語

「
蛤
塚
忌
」
の
使
い
方

「
○
○
忌
」
は
季
語
で
す
が
、
他
の
季
語
と
併
せ
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
蛤
塚
忌
」
は
秋
の
季
語
な
の
で
、
他
の
撃
語
と
併
せ
る
と
き
は
、

秋
の
季
語
を
使
い
ま
し
よ
う
。
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